
櫻田さんのご逝去を悼んで

メキシコ・日本アミーゴ会

会長 上原尚剛

去る２月２４日当会副会長の櫻田 武さんが急逝されました。享年７８歳でし

た。亡くなられる半月ほど前に奥様からお電話でテニスの最中に気分が悪くなっ

て急遽入院されたと伺い驚きましたが、普段大変お元気な櫻田さんの事ですから

きっと直ぐ回復されて退院されるものとばかり信じていましただけに、突然の訃

報に只々言葉もありませんでした。

私が櫻田さんに初めてお目に掛かったのは１９８１年の二度目のメキシコ赴

任の時でした。当時櫻田さんは三菱電機が現地に設立した合弁会社メルコ・デ・

メヒコ社の副社長として、実質的には経営トップとして活躍して居られ、１９８

５年に帰国されるまでに地下鉄向けモーターなど主要機器やエレベーターの製

造販売で多大な実績を挙げられました。

その一方で設立直後の日墨学院（リセオ）の理事として学院スタート時の基礎固めに努力され、１９

８３年から８５年までは理事長を務められて学院の発展に尽力されました。櫻田さんは、「一つの学院の

中に日本人学校とメキシコ人学校の二つの学校を設け、夫々の自主尊厳の中に将来の日墨両国民の間に、

深い相互理解と友好関係を育て上げよう」と言う高邁な理想の下に設立されたリセオの目的を成功させ

るには、メキシコ・コースの強化が最重要課題と考えられ、ご帰国後も訪日するメキシコの学生のホー

ムステイを引き受けられるなど積極的にリセオとの交流を続けられ、アミーゴ会がホームステイを引き

受けるようになってからは率先してリセオとのスケジュールの調整などにご尽力されました。

また、２００９年にはロドリゴ・デ・ビベロが御宿に漂着してから４００年になるのを記念して日墨

間で様々な行事が行われましたが、櫻田さんは横須賀の図書館で今から８０年前に刊行された村上直次

郎氏訳の『ドンロドリゴ日本見聞録』と『ビスカイノ金銀島探検報告』を見つけられ、アミーゴ会の事

業としてこれを CD に収めて配布された他、メキシコまで出掛けられて現地の焼き物工場に両国名を入

れた文鎮兼筆立てを陶器で製作して貰い関係先に配るなど、精力的に活動された事がつい昨日のことの

ように思い出されます。

穏やかなお人柄と秀れた才能に裏打ちされた物静かな雰囲気の中で、手掛けられた事は徹底してとこ

とんまでやり遂げられる強靭な意志と実行力を併せ持たれた櫻田さん、メキシコをこよなく愛され、リ

セオの、特にメキシコ・コースの充実と発展に力を注がれた櫻田さん、その櫻田さんが忽然として世を

去られた事は未だに信じ難い思いで残念でなりません。心からご冥福をお祈りし、残された我々で櫻田

さんの御意志を継いでメキシコとの更なる友好親善に力を注いで行きましょう。

櫻田さんどうぞ安らかにお眠り下さい。
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リセオの現状と課題
～日本コースを中心として～

リセオ日本コース総校長 渡辺 靜雄

【編集部注：日本メキシコ学院(リセオ)は 1977年の開校以来、今年で 35周年を迎えます。今回憧れのメキシコに赴任された渡辺

靜雄・日本コース総校長にリセオの現状報告をお願いし、お忙しい年度末の時期にもかかわらずご快諾いただきました。渡辺先

生は慶応義塾大学で考古学を専攻されて教職に就かれ、その後 3年間休職してホンジュラスのコパン遺跡発掘に従事された後に

バルセロナ日本人学校で教職につかれました。日本帰国後には東京都で校長を務められ、2011年 3月にリセオに着任されました】

はじめに
今年の 2 月 19 日発行のレフォルマ紙に、DF 内の

私立高校ランキングが掲載されました。生徒の知識、

能力、責任感、独立性と教師の能力と先見性の 6項目

について、大学関係者が私立高校 67校を採点し、ラ

ンキングしたものです。その結果、日本メキシコ学院

（リセオ）は、先見性は 2位だったもののその他はす

べて 1位となり、総合で 1位に輝きました。高校部は

メキシココースですが、同じ学院の一員である日本コ

ースとしても大いなる喜びでした。同じマンションの

メキシコ人から、おめでとうと言われた教員もいまし

た。

現在本学院の高校部は、正式には PREPARATORIA
と呼ばれています。大学に入学するための準備課程を

行っています。本学院の場合、UNAM（メキシコ国立

自治大学）の教育課程で大学入学準備を行っています。

3年間の修了後、大学受験となります。生徒数は約 100
名です。学院の最上級教育機関がナンバーワンになっ

たことは、学院全体にも良い影響を及ぼし、志願者が

増えたと聞いています。

このようにメキシコ国内では開校以来、本学院はレ

ベルの高い学校として広く知られ、多くの優秀な生徒

を送り出しています。現在、メキシココースと日本コ

ースを合わせ、1,000名ほどの児童生徒が在学してい

ます。日本コースはこの歴史ある学院の中で、日本人

子女の教育を専門に行い、現在に至っています。

現状と課題
昨年度本校着任以来、教職員とともに教育活動を実

践してきました。教職員は連日、遅くまで子ども達の

ために教材準備や行事への対応、分掌の業務、保護者

への連絡等をしています。そんな姿を見て、本校で管

理職をさせていただける幸せを感じています。私自身、

本校で勤務することを 20年来希望し、自分から志望

してきた学校ですから、夢や意気込みを持って参りま

した。世界初の国際校と言われる本校の現状を、私の

目から見ると次の様になります。
*********************************************

現在日本コースの児童・生徒数は約 120名。ここ

数年は横ばい状態。かつて 300 名以上が在籍してい

たころに比べると、小規模となっている。原因は在留

児童生徒数の減少もあるが、インターナショナルスク

ール等に通学しているケースもある。在外での教育イ

コール日本人学校という構図は崩れつつある。建学の

精神であるメキシココースとの連携は、文化センター

や日本語教育部の協力を得てマニュアル化された中

で安定して進めることが出来るようになっている。特

に運動会は、本校の特色のある行事としてメキシココ

ースと共同開催している。児童・生徒は恵まれた教育

環境の中、学習に落ちついて取り組んでいる。教職員

は補習などを工夫し、16 時までの活動時間の中で、

最大限効率よく学ばせようと努力・工夫をしている。

また児童生徒 1人 1人の学習・生活状況について、保

護者と綿密に連携して取り組んでいる。
**********************************************

こうした現状は、あくまで私の目から、学校側から

見たものです。学校は保護者や地域の方との連携なし

には成り立ちません。本校では、保護者の方のご意見

を伺い、教育活動に役立てるため、毎年意見交換会を

開催しています。昨年度夏休み前に開催した保護者意

見交換会では、学力の保証や向上に関するご要望が多

数出ました。直接保護者の方々のお話を聞き、改めて

本校の教育活動について考えてみました。

手始めに本校の古い記録を引っ張り出してみまし

た。そこでわかったことは、開校当時から本校の教育

の進め方について葛藤があったということです。本校

は 1977年に開校しました。日本とメキシコをつなぐ

学校として、その基本理念は大変壮大なものでした。

しかし実際の現場では、日本とメキシコをすり合わせ

るための大変な努力があったのです。ある年の研究収

録には、「日墨の架け橋、世界初の国際学園、在外校

の試金石など、故意に美化された虚像の報道が多い。

実態に思いを致す時、ためらいの念を持つ。」と書か

れていました。なにがそんなに大変だったのでしょう。

それはリセオに求められているものが、他の日本人学

校と違ったからではないでしょうか。

自身が 10年前、スペイン・バルセロナの在外施設

で経験したのは、日本と同じ教育を在外でも保証する
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という通常の日本人学校でした。当然、在外にあるこ

とを生かしての現地理解や国際理解教育は行ってい

ましたが、あくまで追加であり、本筋ではありません

でした。しかし、リセオでは建学の精神に基づき、学

力保証と国際性の伸長が 2 本の大きな柱となってい

ます。これが、他の日本人学校にはない本校の特徴で

もあり悩みでもあります。こうした保護者の方のご意

見を伺い、改めて本校の現状と照らし合わせ、具体的

に課題を挙げると、次のようになります。

【交流授業：日墨両コースでは定期的に交流授業(国語 ,社会,算数 ,美
術･音楽 ,体育など)を実施 .本年 1 月には AIMS(道徳教育･生活指導 )室
が掲げる 8つのテーマ (対話 ,寛容 ,規律 ,連帯 ,正直 ,友情 ,約束 ,尊重)につ

いて小学 6年生が意見交換を行いました】

*********************************************
①保護者の声が学校経営に反映していない。説明責任

を果たしていない。

②学校としての経営理念が明確でない。建学の精神を

受け、何を優先して取り組んでいくかが見えない。優

先順位を決めていない。目先の業務に忙殺されている。

③開かれた学校になっていない：成績の開示、評価基

準の開示、外部評価の導入。

④制度改革が進んでいない：二学期制の検討

⑤学力向上に努めていない。学力保証をしていない。

ＰＤＣＡのサイクルが不十分。

⑥新学習指導要領に対応していない。重点方針がない。

⑦9年間を見通したシラバスがない。

⑧行事の精選がされていない。

⑨交流活動の評価をしていない。
**********************************************

意見交換会でいただいた多くのご意見は、学力向上

と国際性の伸長という 2本柱のうち、学力面に力が入

っていないのではないかというものでした。どちらも

バランスよく実施していかなければいけない本校に

あって、どちらかに偏ることはできません。ご意見を

受け、早速、今年度と来年度の教育課程の見直しを開

始しました。200日という授業日数の中で、どれだけ

子供達に 2つの力をつけさせていくかを、全教員で真

剣に話し合いました。限られた時間の中で行うために、

どこかを増やせば削らなければいけない部分も出て

きます。どこを残し、何に力を入れていくか。これは

本校の将来を考える上で重要な問いかけでした。

改善策
上記のそれぞれの課題に対する解決策を、次のよう

に決め、実践しました。

①保護者からの要望があった場合、意見交換会を開く。

経営方針などについて常に管理職から説明を行う。職

員間での情報交換を迅速かつ正確に行う。

②管理職が経営方針を徹底し、優先順位を明確に指示

する。

③年間評価について通知票を通して知らせる。評価基

準を前期末の保護者会で説明する。運営委員による学

校評価を行う。

④教育課程検討委員会（企画会）を立ち上げ、学期制

について検討する。3学期制についても視野に入れ、

9月の保護者会で説明する。冬休み前に原案を作成し、

保護者に意見を求める。

⑤来年度、夏休み前と冬休み前に学習評価をもとにし

た保護者面談を設定する。夏休み中の補習についても

検討する。

⑥教育課程検討委員会で、重点方針の原案を作成し職

員会に提案する。重点教科の時数増も視野に入れ検討

する。

⑦来年度中に 9年間のシラバスを作成する。

⑧修学旅行の見直し。

⑨交流に関し、個人の記録を残しファイリングするこ

とで、子ども達の成長や変容を見る。

【運動会の表彰式：2011年 11月開催の第 35回大運動会 (小中高対象)
は 2 年ぶりに赤組が優勝カップを手にしました】

経営方針：今年はこんな学校にしていきます
以上述べました現状と課題、そして解決策を踏まえ、

平成 24年度の学校経営方針を立てました。

【８つの学校づくりの提案】

教育目標：『共に生き 未来を創る たくましいリセ

オの子』を実現するために、「自ら課題を見出し追究す

る」｢共に励まし合い高め合う｣「たくましい心と体で

チャレンジする」「お互いの違いを尊重できる」児童・

生徒を育てます。開校以来継続している小中一貫教育

とメキシココースとの連携をいっそう深め、進化させ

ていきます。また日本とメキシコに誇りを持ち、論理

的思考力・表現力・判断力を身につけた、国際社会で

生きる力を持った人材を育成していきます。

そのために、次の「８つの学校」を提案いたします。

ご理解、ご協力をお願いいたします。

①学ぶ楽しさを味わえる学校：個に応じた指導とわか

る授業の徹底

学ぶ楽しさを味わうためには、学習の基礎・基本が

確実に身についていなければなりません。新学習指導

要領を完全実施します。その上で少人数指導の利点を

生かし、個に応じた学習指導を徹底します。補習授業

等も状況に応じ実施します。また本校独特の教育環境
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を生かし、3 言語 2 文化教育を推進します。メキシコ

コースとの交流活動には、学力向上の面からも取り組

みます。外国語教育を更に充実させるために一部教科

で、外国語による指導を導入します。小学校高学年以

上の教室に電子黒板を導入することにより、理数教育

を中心とした授業の充実を図ります。

②通いたくなる学校：9年間の学習計画表の作成

「自ら課題を見出し追究する」ためには確かな学力が

必要となります。新学習指導要領の完全実施を踏まえ、

小中 9年間の学習計画表を作成し、学力を保証します。

作成の際には、教育目標を柱とした計画とします。児

童・生徒が学ぶ楽しさを味わい、喜んで通いたい学校

とするためにも、授業における言語活動（記録、説明、

批評、論述、討論）を充実し、よく考え、進んで学習

する児童・生徒を育む指導を徹底していきます。この

ような学習活動を通して、思考力・判断力・表現力等

をつけていきます。こうした過程で生きる力を育成し

ます。また、児童生徒の学習の成果を積極的に外に発

信していきます。

③けじめのある学校：基本的な生活習慣の徹底的な定

着化と保健室の充実

児童生徒の発達段階に応じた指導を行います。生活

指導においては是々非々で対処し、道徳教育の充実を

図りながら、けじめのある学校とします。健全育成は

「治療よりも予防」に重点を置き、小さな変化も見逃

しません。日本コースとして保健室の充実を図ります。

指導の基本は「思いやり」です。児童・生徒の視点、

保護者の視点で考えていきます。児童・生徒を「共に

励まし合い高め合う」人とするために、先ず私たち教

職員が率先します。学年・校種の壁を取り払い、課題

解決に当たっては全教職員で対応します。

④夢を育てる学校：進路指導・キャリア教育の推進、

外部団体・他校連携

進路指導においては、9 年間を見通して国際社会に

おいて主体的に将来像を築いていこうとする意欲をは

ぐくみ、子供たちの夢を育てる学校とします。その際、

在外施設の利点を生かしたキャリア教育を重視してい

きます。海外で活躍する日本人の紹介や職場見学、イ

ンタビュー等を通し、働くことの意義を学習の意義と

意欲につなげます。またメキシココースとの交流活動

と交流授業を意図的計画的に行い、「お互いの違いを尊

重できる」機会を増やします。アグアスカリエンテス

日本人学校との連携も視野に入れます。

⑤安全な学校：危機管理意識の徹底、情報の共有

児童・生徒が安全に楽しく生活できる学校とするこ

とが私の学校運営の柱です。

全教職員が児童・生徒の健康・安全に関わる情報を

共有できる環境を整えて、常に危機管理意識を持って

指導していきます。特にこの点に関しては、小学校と

中学校の垣根はありません。施設・設備の安全点検を

常に怠らず、全教職員が連携して児童・生徒・教職員・

保護者の安全を確保します。子供たちの元気な声がこ

だまする学校としていきます。

⑥開かれた学校：保護者・地域との真摯な連携の実践

保護者や地域の方々のニーズを真摯に受け止め、保

護者・地域と共に子供を育てる学校を作ります。学級

懇談会や学校公開日、教育相談、各種行事等々で発信

される意見は、学校全体への意見として受け止め、改

善していきます。また環境教育、職場見学、総合的な

学習の時間など、保護者・地域と連携した活動を積極

的に行い、開かれた学校を維持します。日本コースと

してホームページの充実も図っていきます。

⑦期待される学校：感動を味わえる学校行事の構築

本校で実施されている行事が、保護者・地域社会に

とっても評価される水準、待ち望んでいただける年中

行事となっていることで、児童・生徒に大きな自信と

誇りが生まれています。児童・生徒が主体的に活動す

る行事とすること、児童・生徒が主役となる行事とす

ることを継続し、「たくましい心と体でチャレンジす

る」人を育成していきます。特に運動会のメキシココ

ースとの共同開催は、伝統や文化に関する教育の充実

と合わせ、本校の特色ある行事として発展させていき

ます。

⑧きれいな学校：環境教育の充実 美化活動の推進

環境に配慮できる児童生徒の育成を、教育活動のあ

らゆる場面で展開します。学院で推進している IMS（規

律教育）運動には、道徳教育の充実を図りながら、率

先して参加します。

【運動会のよさこいソーラン：第 35回大運動会では日本コー

スによる日本文化発表｢よさこいソーラン｣にメキシココース

の小学 4 年生が参加.子どもたちの力強い演舞に拍手喝采が沸

き起こり,アンコール発表が実現しました】

おわりに
私自身いつも考えているのは、「良い学校とはどん

な学校か」ということです。大人目線ではなく、子供

目線で考えると、「子供たちが目を輝かせながら、今

日も行きたいと思うような学校」が良い学校です。

どうしたら、子ども達の目を輝かせることができる

のでしょうか。人は自分のためにならないと集団には

積極的に参加しません。楽しい、役に立つといった感

覚を持てない学校には、子ども達が通いたいと思うわ

けはありません。【繋がりができる・知らないことを

知る・友達を知る・夢を知る・将来に役立つ】こうし

た感覚を持てることが、積極的、自発的に子ども達を

学校での活動に向かわせるのだと考えます。いやいや

やるのではなく、自ら進んでやらせるためには学校に

もそれなりの仕掛けが必要ということです。

学校は、子供と教師だけで作るものではありません。

保護者の方々、地域の方々、支援してくださる方々と

手を取り合って作っていくものです。今後とも、子ど

も達にとって良い学校を目指し、学校経営を進めてい

くつもりです。(了)
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ヴァイオリンが繋ぐ御宿とメキシコ
～メキシコ音楽祭＠御宿の報告～

アカデミア・ユリコ・クロヌマ代表 黒沼 ユリ子

【編集部注：メキシコの黒沼さんから「メキシコ・日本アミーゴ会の皆様へ」と題して、御宿での 3 度にわたる｢メキシコ音楽祭｣の報告をいただき

ました。ご多忙にもかかわらず関口事務局長の寄稿要請に快く応じてくださいました。メキシコ音楽祭のみならず今後の諸活動についても引き続き、

アミーゴ会のメールを通じて会員の皆様に折りにふれてご案内します。奮ってご参加下さい。】

すでに初夏か真夏にも近い様な乾季の最後の日々

のメキシコから、ご挨拶をお送りいたします。

(御宿コンサートのファイナル )

メキシコの今は、1 カ月ほど前から咲き始めたハカ

ランダの花の真っ最中。和名の紫雲木（シウンボク）

がズバリそのままのように、老大木の花は、まさに薄

紫の雲が眼前を覆うかのように咲き、また、まるでト

ンネルのように街路樹が両サイドから競い合う様に

咲き誇っている所などでは目をうばわれてしまい、思

わず歩みがゆるんでしまいます。きっと皆様も懐かし

いメキシコの風景のひとつとして、ご記憶でしょう。

メキシコ音楽祭：さらなる交流 400 年に向けて

さて、千葉県・御宿町の岩和田海岸で 1609 年 9 月

末に起こった日本人とメキシコ人（当時のヌエバエス

パーニャ人）との最初の出会いの史実から、ちょうど

400 年というチャンスを、私たちは幸運にも共有する

ことができました。次は何年後にこのような周年を祝

うことになるのか分かりませんが、とにかく 2009 年

～10 年の 2 年間は、あの“人類愛の証し”を世界に

示したような英雄的な御宿町の人々のお陰で、これま

でには一度もなかったほど両国の政府も民間も共に、

数多くの文化・芸術イベントを開催して、各分野相互

の交流が深められ、両国の友好の絆は以前にも増して

強められました。

その一環として計画されていた「メキシコ音楽祭

2009」は、当初 2009 年 5 月に予定されていましたが、

あの思い出すだけでもぞっとするような“豚インフル

エンザ”（現在呼ばれるところの“新インフルエンザ”）

の発生の地をメキシコに定めた国際的・政治的陰謀と

しか考えられない大事件によって、1 週間前になって

急遽キャンセルを迫られ、中止に追い込まれましたが、

多くのメキシコ音楽ファンの皆様からの激励により、

翌 2010 年 1月に「メキシコ音楽祭 2010」として実現

いたしました。1 月 16 日に御宿町公民館大ホール、

17 日に大多喜町立中央公民館大ホール、18 日に東

京・紀尾井ホールで開かれたこの「メキシコ音楽祭

2010」が、御宿とメキシコを 400 年後にあらためて結

びつけた「生みの親」だったと言えるかも知れません。

なぜなら 1 月 16 日のコンサート終了後、総勢

15 名のメキシコのトップクラス音楽家全員も

出席して「御宿アミーゴ会」発足パーティーが

開かれ、「メキシコ・日本アミーゴ会」の上原

会長や石田御宿町長らもご同席の上、正式に産

声をあげたからです。御宿の人々にとっては、

この 2010 年がメキシコとの 2 度目の「友好元

年」となったと言っても過言ではないでしょう。

しかし、この「メキシコ音楽祭」は、御宿に

とっての「友好元年」ばかりでなく、広く日本

の音楽史においても“元年”とも呼びうる歴史

的に有意義なコンサートであったことは、東京での公

演に対して寄せられた多くの報道や音楽雑誌などに

載せられた批評などからも実証されています。なぜな

ら、これまで日本ではメキシコのいわゆるポピュラー

音楽こそ有名でしたが、クラシック音楽分野でのメキ

シコのレベルについては、ほとんど未知状態であり、

この「音楽祭」によってメキシコの作曲家および演奏

家について“驚きの大発見”が届けられた、とも言え

るからです。明治時代にすでにヨーロッパで活躍して

いたピアニストや作曲家がメキシコには居たのです

が、その様なメキシコと西洋音楽についての歴史は、

プログラムに載せた拙稿『メキシコ音楽展望』が日本

で初の“ややまとまったメキシコ音楽事情”として興

味を持つ音楽ファンたちの手元に資料として残され

たからです。

「アミーゴ会」の皆様の中に、もしこのコンサート

においで

になれな

かった方

で、この資

料に関心

のおあり

になる方

がおいで

でしたら、

コピーを

差し上げ

ますので、

どうぞご

遠慮なく

お申し付

け下さい。

こ の 音

楽祭が、い

かに日本

における
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“メキシコ音楽とメキシコの演奏家たちへの入門元

年”であったかの証しに、寄せられた感想の抜粋を以

下に少々転載いたしましょう。

♪「メキシコ音楽祭」は心の底から楽しめた。一人

一人の演奏家たちの個性が光り「聴衆と同じ土俵で楽

しむ音楽の世界」が際立っていて、伝統的な音楽会の

在り方を再考させられた。

♪ユストゥスの名演奏にショックを受けるほど驚

きながら、音楽の喜びを共有できた。

♪弦楽器だけであれだけの豊かな表現ができると

は思いもよらなかったし、楽しさと驚きに満ち溢れた

演奏は、これまでのイメージを崩すものだった。

♪本当にすばらしいコンサートだった！「黒沼ユリ

子ファミリー」の音楽は、優しさに溢れていて、心を

ほかほかにしてくれた。ユストゥスのヴァイオリン独

奏に酔った。

♪ヴァイオリンと言う楽器の限界の広いのに驚く。

楽器を熟知している方々だからこそできる“遊び”に

度肝を抜かれ、とても楽しかった。

♪すばらしいコンサートだった。プログラムに「得

も知れぬ和」と書かれている通り。「すごい！」の一

言だ。

♪ポンセの「夜の情景」が始まった途端に懐かしい

メキシコの風が甦り、心の中を吹き抜けて行った。

♪ヨーロッパ系の音楽には無い民族色に彩られ、あ

のように豊かな音楽が彼の地に在ったということに

今更ながら驚かされ、我が認識不足を恥じている。

♪ラテン系の人のノドの良さ、声量の豊かさ、情感

の表現力の優れ、弾いても歌っても素晴らしい。曲目

のバラエティの豊富さも、他の会では見られないもの

だった。

♪エンカルナシオンのピアニッシモが非常に丁寧

で美しく、感動し、涙が出た。

♪会場が笑顔でいっぱいだった！ 出演者の方々の

心が伝わってきた！ バイオリニストの超絶技巧がと

ても素晴らしかった！

♪演奏もすばらしく、メキシコの音楽は上質で親し

みやすいと感じた。

アドリアン・ユストゥス：友好の架け橋の建設家

このほか沢山あった反響のトップが、アドリアン・ユ

ストゥスのヴァイオリン演奏への賛辞でしたので、翌

2011 年 1 月には「メキシコ音楽祭 2011」として、彼の

ヴァイオリン・リサイタルを日本在住のメキシコ人ピア

ニスト、ラファエル・ゲーラさんと御宿、名古屋、東京

にて開催し、またもや大成功。超絶技巧を持つヴァイオ

リニストでありながら、それを“売り物”にするのでは

なく、もっぱら音楽を「うたう」ための“道具”として

使うアドリアン・ユストゥスへの評価は、日本でこれま

で高く評価されていたタイプのヴァイオリニストたち

へとは異質な、いわば此処でも“メキシコを新発見”的

な驚きと、彼の身体から溢れ出る音楽の歓びが注目を集

めたのです。ユストゥスはその後も音楽雑誌などに盛ん

に取り上げられ、音楽による日墨友好の架け橋を太平洋

に架けつつある重要な“建設家”の一人となりつつあり

ます。30 余年前にメキシコに設立した「アカデミア・

ユリコ・クロヌマ」から生まれたヴァイオリニストが、

これまで私が努力してきた両国の友好関係の発展のた

めの仕事を、この様に受け継いでくれることになったの

を見届けられることは、私にとって望外の喜びでしかあ

りません。まるで「2 度あることは 3 度ある」の言い伝

えを証明するかの様に、今年 2012 年 1 月にも御宿、名

古屋、東京でアドリアン・ユストゥスはリサイタルで名

演奏をして聴衆からの大喝采を受け、日本におけるメキ

シコという国の名を音楽によって高めつつあります。

(記念碑の前で。右から歌手のエンカルナシオン・バスケス、チェロの

バルバラ・カミンスカ、黒沼ユリ子、ヴァイオリンのエリサ・ニボン)

なお、2010 年 9月 16 日の「独立記念日」の式典に

は、フェリッペ・カルデロン大統領よりの栄誉あるご

招待を受けて、御宿に「メキシコ友好親善使節団」が

組まれ、石田町長を団長に 20名を越す代表団が来墨。

あの「美談」から 400年後の御宿とメキシコを結ぶ新

しい一歩を記し、相互理解への新しいページを開きま

した。

御宿は太平洋に面した素晴らしく美しい海岸線を

持つ静かな、小さな町ですが、400 年前のかけがえの

ない歴史を生かして、今後、これからの日本とメキシ

コを結ぶ最短距離のコースになろうとしています。

「御宿アミーゴ会」の方がたからは「メキシコ・パ

ークを作ろう！」とか「メキシコ音楽フェスティバル

を毎年開こう！」などと大きな夢が語られはじめてい

ます。これまでは有名な歌「月の沙漠」の作詞家の生

まれた土地としてのキャッチフレーズの方が重要視

されていたようですが、これからは「メキシコ文化を

日本に紹介する大立役者」となるでしょう。どうぞ皆

様、東京駅から特急「わかしお」でならたった 1時間

半で着く御宿へお気軽にお出かけ下さい。そこで 400

年前に展開した、夜明けの海岸での全村民による救助

活動の模様を偲ぶばかりでなく、これからの 400年に

向けて、メキシコと日本との関係において御宿がどの

様な有力な「カード」を持って動き廻れるか、も頭に

描き、お知恵をお貸し下さい。

「メキシコ・日本アミーゴ会」の皆様のメキシコを

愛する気持ちが宿る“恩宿”であってほしい、と私は

切に願っております。 (了)
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メキシコへの誘い

メキシコシティ探訪

レフォルマ：変貌を遂げ続ける目抜き通りを歩く

メキシコ無料情報誌｢Tabi Tabi TOYO｣発行人 松枝勝利

メキシコシティはエブラル市長の任期 6 年間にお

いて、目に見える外面的でわかり易い変化があったと

思う。メトロバスの導入と路線網の拡張、ECO-BICI

（有料レンタル自転車）の導入。冬季はソカロをスケ

ートリンクとして、夏季は一般道路を人工ビーチとし

て、また、毎週日曜の午前中はレフォルマ通りを歩行

者天国として開放。市民はサイクリング、ローラース

ケート、愛犬との散歩を楽しんでいる。

＜日曜日のレフォルマ通り＞

ニュースで報じられる以上に、連邦区の行政や政策

に関心もなく、感心をしている訳ではない私だが、生

活環境、治安改善等に力を投じる庶民派を自認する革

新都政的連邦区政府の市政運営が、街を歩いていて時

に具現化したかのような真新しい景観に出会う機会

が増えた。同時に世界有数の大富豪カルロス・スリム

氏の投資によって整備が進んでいると噂される、セン

トロ歴史地区から、ファレス通り、レフォルマ通りを

数回に亘って歩いてみた。

コロニアルとモダンが同居するセントロ
フランシスコ・Ｉ・マデロ通りはラテンアメリカタ

ワーからソカロ広場へ抜ける歩行者天国になって久

しいが、以前と比べ夜まで人の往来が絶えない歴史地

区の中心としての華やかさを取り戻した感があり、コ

ロニアル建築の統一性を備えつつ、今風のショップや

カフェが増えたことで、典型的な観光地の雰囲気が漂

っている。中でも MUMEDI(Museo Mexicano de Diseño)

は征服者エルナン・コルテスの命で建てられたという

邸宅に、ギャラリー、店舗、カフェテリア、ホテルを

併設した複合的施設で、歴史地区というよりポランコ

やコンデッサ辺りにありそうな洒落た現代風の佇ま

いとコロニアル建築の重厚感が同居している。同時に、

審査・基準はあるにしろ自らの作品を施設内のショッ

プ販売に手軽に申請出来る、有名無名のデザイナーに

門戸を開く産業デザインの助成機関としての意味と、

オンライン販売等で商業面もカバーするセントロ歴

史地区の変貌を象徴する存在感を併せ持っている。

そういった意味では、Restaurante Harumi セント

ロ店もコロニアルの外観とモダンで落ち着いた内装

という歴史地区の流行が見て取れる。マデロ通り周辺

は、歴史的建造物と現代の生活空間が渾然一体となっ

た、「歴史の溜まる国」と形容されるメキシコを、歩

いているだけで実感出来る手軽な参考書となり得る。

マデロ通りからアラメダ公園へ出る。国立芸術宮殿

（Palacio de Bellas Artes）の前には昼夜を問わず

人の往来があり、整備された花壇に腰掛ける待ち合わ

せの人も多い。4、5 年前と比べてもこざっぱりした

印象。何時でも日曜の午後のようなのんびりとした空

気が流れている。公園内の露天商を撤去する、しない

という報道を目にしたが、メキシコらしい店舗は残し

ても良いではないか…など思いながら歩を進める。

＜国立芸術宮殿＞

黄色いカバジートのオブジェで馴染みのある、ファ

レス通りがレフォルマ通りに出会う地点。ロサレス、

ブカレリ、デ・ラ・レプブリカが交差する歩行者にと

っては「渡りにくい」交差点であるが、特にデ・ラ・

レプブリカ通りとその先にある革命広場の変貌にも

目を見張るものがある。革命記念塔にはエレベーター

が設置され展望台となった。夜間ライトアップされる

噴水はメキシコ各地で流行りの照明と水勢が制御さ

れた、ラスベガスのビアッジオホテルの 2 番煎じの縮

小版といったレベルではあるが、週末の夜など家族連

れや若者のグループで賑わう「観光スポット」になっ

ている。何より人が多く、怖い感じがしなくなった。

＜革命記念塔＞
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モダンを呼吸するレフォルマ２２２
レフォルマへ戻る。まず変わったことは、側道に自

転車専用レーンが設置されたこと。これは自転車には

親切、歩行者には少しばかり面倒な感が否めないが、

日曜の巨大な歩行者天国状態と併せ、ＣＯ2 排出を抑

えるべく自転車の利用を市をあげて啓蒙する一環な

のだろう。

コロンブス像のロータリーを挟んでエンバシー・ス

イーツとフィエスタ・アメリカーナにそれぞれ

Starbucks Coffee がある。麻雀で言うシャボ待ち、

もしくは両面待ちは、独立記念塔近くのシェラトンと

その対面でも見られるが、スタバのレフォルマ通りに

おけるマーケティング戦略だろうか…。自分だけの感

想や自分だけが気になる疑問が街歩きの燃料となる。

レフォルマ 222。丸みを帯びた 31 階建てのタワー1

と 26 階建てで側面からは鋭角的な三角にも見える特

徴的なタワー2、19 階建てのレフォルマに面していな

いタワー3の三棟からなる大型複合施設は、商業区域、

オフィスビル機能、居住空間が一体となったレフォル

マ再開発の象徴のひとつである。タワー1 とタワー2

の中間のアーケードでは、お馴染みのファストフード

と並んでSunka、Sushi Itto、P.F. Chang、Teriyaki-San

とオリエンタル勢が人気を集める。Sunka が洒落てい

るのは当然のことながら、Sushi Itto までスタイリ

ッシュな店構えだ。映画館もある小規模モールとして

食事や休憩にお薦めだ。

レフォルマの歩道部分は、テンポラリーの写真展な

ど文化的な展示スペースとして利用されている。市民

は歩きながら素敵な写真を見物し、点在するオブジェ

風のベンチで休んだり、写真に収めたり、収まったり

しながら休日を過ごす。土･日の午前中であれば、長

年暮らしていてもなかなか機会などない独立記念塔

（Angel de Independencia）に登ることも可能だし、

春先であればハカランダの花を眺めながらの散策。空

腹なら茶席もミカドも近い…。

＜ハカランダ咲くレフォルマ＞

独立２００周年事業：１０４㍍の「光の石碑」
丹下健三の 1976 年の作品である日本大使館の前を

過ぎると、ディアナ噴水のロータリーからSt.Regis、

Marquis Reforma、Four Seasonsと高級ホテルが並び、

トレ・マジョールへと続いていく。

正面には 2001 年から暫定世界遺産リスト入りして

いるチャプルテペックの森が広がり、英雄少年記念碑

の向こうにはチャプルテペック城が鎮座する。その手

前左手には、2011 年の大晦日に完成した「光の石碑」

（Estela de la Luz）が硬質な影を落としている。カ

ルデロン大統領曰く「独立記念塔に匹敵する記念碑」

として本年1月7日に落成した高さ104メートルの塔

を見あげながら、メキシコ独立 200 周年記念事業の１

つとして「税金の無駄使い」との批判を浴びつつ、い

かにもメキシコらしく、200 周年に竣工が間に合わな

かったというエピソードを思い出す。

       ＜青空にのびる「光の石碑」＞

チャプル

テペックの

森の中も、

レフォルマ

沿いの柵は

ギャラリー

的に利用さ

れ、車道に

挟まれた遊

歩道に点在

するオブジ

ェなど見な

がら国立人

類学博物館

へ至る。

ソカロか

らは約 5.5

キロ。一度

に踏破する

には長く体

力的に大変

だし、一度

に散策して

しまうには

勿体ないく

らいの変化

がある。理由はどうあれ、メキシコシティは数年前に

比べて青空が見えるようになったし、歩いていて危険

を感じることも減った。レフォルマを徒歩や自転車で

移動して、「変貌するメキシコシティの今」を体感す

るささやか冒険は、誰にでも出来るのに誰も余りやら

ない。大槻ケンヂ著「行きそで行かないとこへ行こう」

に通じる楽しみが転がっている。

セントロ歴史地区の時間が沈殿し、堆積していくメ

キシコ。レフォルマ地区の変遷を繰り返すメキシコ。

昼食代と帰りのタクシー代を用意して、小さな発見の

小旅行に出るのは如何でしょうか…。

（2012 年 3月 30日記）

【編集部注：新シリーズ｢メキシコへの誘い｣は、在メキ

シコの老舗日系旅行 3社に交代で“メキシコなう”を執

筆いただきます。会員諸氏の胸の中に眠るメキシコへの

パシオンが目を覚まし、ご家族友人知己とのメキシコ旅

行計画へのきっかけになれば幸いです。シリーズ第 1回

は、情報誌 Tabi Tabi TOYO 発行人の松枝勝利さんにセ

ントロとレフォルマの最新情報を寄稿いただきました。

＊同誌公開 URL：http://issuu.com/tabitabitoyo 】
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私とメキシコ

サボテンをこよなく愛する男
～群仙園を訪ねて群馬県前橋市へ～

会員・編集委員 蔵野佳好子

群仙園を経営するのは会員の島田明彦氏。群仙園は

サボテンと多肉植物の卸売専門の農場です。ビニール

ハウスが 19 棟あり、それらを業者の力を借りずに島

田さんが全て自分一人で作ったというから驚きです。

ハウスの中に入るとそこにはずらっと並ぶ 3,000 種

類のサボテンと多肉植物たち。あるハウスには柱サボ

テンが正に林立

していました。

マダガスカル

島に生息するバ

オバブの木も数

多くあり、これは

恐らく日本一だ

ろうと島田さん。

確かにこんなに

数多くのバオバ

ブの木を日本で見たのは初めてです。種子をマダガス

カル島から取り寄せここで育てているとのこと。

さて、いよいよ今回の私のお目当ての食用のウチワ

サボテン（ノパル）です。ウチワサボテンの葉っぱの

先から出ているベビーサボテン。このまだ柔らかいサ

ボテンが食用としてレストランに卸されます。メキシ

コ農業省ご用達のメキシ

コ人シェフに「メキシコ産

より柔らかくておいし

い！」と絶賛されたことも

あるとのこと。今はまだハ

ウスの一角での栽培です

が、これからどんどん需要

が増えればウチワサボテ

ン専用のハウスが何棟も、

ということも遠い未来で

はないのではないでしょ

うか。

サボテンとの出会い、人々との出会い
島田さんがサボテンと出会ったのは子供の頃。桐生

市で信用金庫の支店長をしていたお父さんがサボテ

ンを子供の頃から大好きで、趣味で集めて育てていた

ものが高じて脱サラし小売を始めたところに始まる。

お父さんは伊豆シャボテン公園のオープンをバック

アップした程の方である。当時 300 種類のサボテン

を育て種子の卸しや苗の輸出をしていた実家で、島田

さんはサボテンの魅力に自然と寄り添っていく。大学

も東京農業大学に進み当然家業を継ぐものと考えて

いたが、ある時お父さんから商売が厳しくなったこと

を告げられる。日本からオランダに輸出していたシェ

ア 95％だった苗が、ブラジルの日系 2 世が半額で入

れるようになった為とって代わられてしまったのだ。

晴天の霹靂で急に就職活動をしなければいけなくな

った島田さんは、親の手前もあって、教員試験を受け

たり公務員試験を受けたりしたがなかなか進路が決

まらない。そこに所属していた(財)進化生物学研究所

の近藤典生先生から、メキシコ在住のドイツ人植物学

者のアルフレッド・B・ラウー博士にタイプライター

を届けたり、呼び出しにいったりという仕事を仰せつ

かる。運命の出会いである。

ラウー博士は植物、特にサボテンの新種発見のエキ

スパートとして世界的に著名な方でした。彼は牧師で

もあり常時インディヘナの子供達を約 30 人自宅に置

いて、彼らが希望の学業をできるよう学費を援助して

いました。その子供達の一人フアンが日本に来た際、

島田さんが東京の観光案内をしたこともある。フアン

を東京タワーに案内している時、何気なく「明日帰る

んだよね」という会話になった。彼が「Hoy !」と言

っているのを聞き、「ん。オイって今日！？」（島田氏

は当時まだスペイン語は拙かった）と気付き、慌てて

荷造りをし、成田に滑り込んだ思い出もあるという。

アミーゴ会の皆さんなら誰もがほほ笑んでしまうエ

ピソードです。

こんなことで少しずつメキシコとの関わりが出て

来た島田さんですが、近藤先生から思いがけない話を

頂くことになる。ラウー博士のアシスタントとしてメ

キシコに行かないかという話である。一も二もなくそ

のチャンスに飛び付いた島田さんは 1 年後メキシコ

へと出発する。

初めてのメキシコ。まず最初に驚いたのはメキシコ

シティに住む佐伯夫妻が空港まで迎えに来てくれた

時、80 歳であった氏がキャデラックを自分で運転し

て来てくれたことだ。当時日本では 80 歳というとも

うヨボヨボというイメージであったがそれを全く覆

す出来事であった。「高齢者にはこのような大きな車

の方が乗り易い

んだよ」と笑う

氏の言葉に、そ

の歳その歳に合

った楽しみを見

付ける大らかな

生き方を感じ、

なんだか嬉しく

なってしまった

島田さんである。    

[植え付けをする島田明彦さん]

メキシコでの体当たり生活の日々
佐伯氏宅で数日お世話になり、いよいよラウー博士

の待つベラクルス州コルドバ近くのフォルティン・

デ・ラス・フローレスに向かう。そこを拠点としてラ

ウー博士と共にメキシコを北から南に横断するよう

な植物調査の旅を 3 回行うことになるのだが、その前

に驚くべきことが起こった。

東京観光の案内をした今では医師となったフアン

が島田さんがベラクルスに来ていることを聞き、自分
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の運転でチアパス州パレンケから 12 時間車を飛ばし

て突然迎えに来てくれたのである。ラウー博士宅に 5
分もいなかった彼は島田さんを車に乗せそのままチ

アパスに。

そのチアパスの村で 3 週間過ごした日々はかけが

えのない体験となる。いきなり馬をあてがわれ、走り

方と止まり方だけを教えられる。日本のようにまず乗

馬のレッスンをしてという段階はない。とにかく全て

体で覚えるのだ。島田さんは毎日近くの滝壺まで馬に

乗り、滝壺で泳ぎ、馬を洗うというような生活を送る。

何もかもが体当たりの日々。

それはラウー博士

との旅も同じであっ

た。ラウー博士は体も

大きく、山道を歩くの

も速くついていくの

は相当つらい。一日 2
食の生活。舗装のされ

ていない山道に車は

しょっちゅうパンク

し、雨で増水した川を

渡る為に川に入って

車の通れる道を探し

たり。

そんな実際には過酷である旅が島田さんにとって

は全く苦痛ではなかったようだ。明日はどんな新しい

サボテンに出会えるのか、その楽しみで全ての苦労を

苦労とは感じない。好きなことの為にはどんなことも

苦労ではない。人生において好きなものがあるかない

かではその輝きが全く違ってくると島田さんは語る。

こんなメキシコでの体験が、その後青年海外協力隊中

国派遣を経て 1994 年に施設園芸を起業する原動力と

なっていく。

やりたいことをしっかり持って自分を信じて進ん

でいく。島田さんが 7 カ月のメキシコの旅から得たも

のは、そんな人生を生き抜くバイタリティーと自分を

信じる力、そして人と人との出会いの大切さだったの

ではないでしょうか。(了)
[編集部注：

群仙園＝群

馬県の仙人

掌の栽培園。

仙人掌とは

中国語でサ

ボテン科植

物の総称。

その群仙園

を経営する“万年青年”が島田会員。昭和 35 年生まれ。

なお群仙園は卸専門で同園産サボテンを直接購入でき

ませんが、ネット販売(http://milii.shop-pro.jp/）での購入は

可能です。またノパルは都内のメキシコ料理店、例えば

ラ・カシータ(代官山)やテピート(下北沢)で楽しめます。

本記事は新しい試みとして、編集部の藏野会員が群馬県

前橋市に出かけて取材し執筆しました。新シリーズ「私

とメキシコ」の第 1 回を飾るに相応しく、パシオンを共

有する二人のパシオンの共鳴が聞こえてきます。

「私とメキシコ」をテーマとする随想でも建白書でも何

でも、会員諸氏のご投稿をお待ちします。]

メキシコ・トピックス
編集幹事 河嶋正之

2011 年の実質 GDP は 3.9％成長

2011 年第 4 四半期の実質 GDP 成長率は前年同期比

3.7％となり、8 四半期連続のプラスとなった。また 11
年通年では前年比 3.9％成長で、リーマンショック前

の 08 年と比べてもプラス 2.8％成長した。メキシコ経

済は拡大基調が持続し、輸出向け比率が高い製造業が

自動車産業を中心に前年比 5.1％増と堅調で、08 年比

でも 4.0％増だった。サービス産業も商業、運輸、通

信、金融、不動産などの主要分野が好調で前年比 4.2％
増となり、08 年比でも 4.1％増だった。需要項目別に

みると、輸出の伸びの方が国内消費の伸びよりも高い

が、11 年後半に入り輸出が頭打ちになる一方で、国内

消費が好転している。
実質 GDP 成長率 (前年同期比 ;％)

2008 2009 2010 11-1Q 11-2Q 11-3Q 11-4Q 2011
1.2 -6.2 5.5 4.5 3.2 4.5 3.7 3.9

(出所：INEGI12 年 2 月 16 日)
2012 年の実質 GDP は 3.5％成長予測

2012 年の実質 GDP 成長率を政府(大蔵省)は 3.5％、

メキシコ銀行(中央銀行)は 3.0～4.0％、民間部門(内外

29 研究所の平均見通し。3 月 1 日中銀発表)は 3.34％
と見込む。民間の見通しは、11 年夏以降の欧州債務危

機の深刻化もあり、従前の 4％近傍から 3％台半ばに下

方修正された。また、インフレ率については 11 年に年

率 3.82％上昇したが、直近では 12 年 1 月 4.05％、2
月 3.87％、3 月 3.77％(いずれも前年同月比)と推移し

ており、中銀政策目標 3％±１％に納まるとみている。
マクロ経済見通し(2012～13 年 ;％)
GDP 成長率 インフレ率

2012 2013 2012 2013
政  府 3.5 3.9 3.00 3.00
中央銀行 3.0～4.0 3.0～4.0 3.0～4.0 3.0～4.0
民間予測 3.34 3.43 3.88 3.68

７月大統領選挙の３党候補者

7 月 1 日に投票が行われる大統領選挙に向けて、各

党候補者が出揃い、公式の選挙戦が 4 月から展開され

ている。現政権与党 PAN はホセフィーナ・バスケス・

モタ前上院議員、野党 PRI はエンリケ・ペニャ・ニエ

ト前メキシコ州知事、同 PRD はアンドレス・マヌエ

ル・ロペス・オブラドール元メキシコ市長を擁立した

が、各種世論調査では PRI のペニャ候補が他 2 者を

10 ポイント近く上回る支持を得ている。なお、7 月に

は上下両院議員選挙も同時に実施される。  (了)
＝あとがき＝

本誌に何度も健筆を振るわれた櫻田副会長が急逝されました。ご冥

福をお祈りします。今号には故人が情熱を注がれたリセオの最新報

告を渡辺校長に、そのほかメキシコからは黒沼さんと松枝さんにも

興味深いご寄稿を頂きました。｢仙人掌｣の探訪記は編集部の新しい

試みです。今後とも会員諸氏のご投稿をお待ちします。[か 20120413]
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